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小
山
市
民
病
院
の
現
状

１
経
営
状
況　

　

平
成
18
年
度
以
降
の
事
業
収
支
は
平
成
20
年
度
を
除

き
損
失
額
を
計
上
し
て
お
り
、
平
成
20
〜
22
年
度
は
基

準
内
繰
入
金
の
ほ
か
に
財
政
調
整
資
金
（
赤
字
補
て

ん
）
の
繰
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
病
床
稼
働
率

は
80
％
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
運
営
状
況

　

医
師
・
看
護
師
数
は
同
規
模
・
同
属
性
病
院
の
平
均

値
を
下
回
っ
て
お
り
、
医
師
・
看
護
師
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
医
の
受
け
入
れ
、
事
務

職
員
の
固
定
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
施
設
状
況　

　

病
棟
・
医
療
機
器
の
老
朽
化
、
患
者
及
び
職
員
動
線

の
複
雑
さ
、
病
室
の
狭
さ
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
狭
さ
や

駐
車
場
不
足
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
経
営
形
態

　

地
方
公
営
企
業
法
一
部
適
用
に
よ
る
現
経
営
形
態
は
、

給
与
・
人
事
等
が
公
務
員
規
定
等
で
縛
ら
れ
、
自
由
な

組
織
・
経
営
戦
略
の
展
開
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
弊
害
の
要
素
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

新
病
院
全
体
計
画

１
基
本
方
針

　

基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
７
つ
の
方
向
性
を
新
病
院
全

体
計
画
の
基
本
方
針
と
す
る
。

⑴
安
全
で
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
病
院

　

 　

風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い
施
設
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
安
全
な
医
療
の
提
供
、
ま
た
電
子

カ
ル
テ
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
等
に
よ
る
効
率
的
で
質
の
高

い
医
療
の
提
供
を
行
う
。

第

２
号

新
小
山
市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
を
決
定

新
小
山
市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
を
決
定
!!!!

　

平
成
23
年
12
月
26
日
、
新
小
山

市
民
病
院
建
設
懇
話
会
（
松
岡
淳

一
会
長
）
か
ら
市
長
へ
「
新
小
山

市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
」
の
答

申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

基
本
計
画
に
至
る
経
緯
と
目
的

　

平
成
19
年
3
月
に
提
出
さ
れ
た
小
山
市
民
病
院
運
営

委
員
会
（
本
橋
徳
太
郎
委
員
長
）
か
ら
の
「
移
転
新
築
」

の
答
申
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
に
示
さ
れ
た
国
の
地

域
医
療
再
生
計
画
を
受
け
、
新
病
院
の
建
設
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
平
成
22
年
4
月
に
有
識

者
や
市
民
代
表
等
15
名
か
ら
な
る
「
新
小
山
市
民
病
院

建
設
懇
話
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
27
日
に
同
懇
話
会
（
松
島
不
三
会
長
）

か
ら
基
本
構
想
の
答
申
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
昨
年
は
基

本
構
想
に
続
き
、
基
本
計
画
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平

成
23
年
12
月
に
新
小
山
市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
新
病
院
の

方
向
性
な
ど
を
基
に
、
新
病
院
の
医
療
機
能
、
規
模
、

運
営
、
施
設
・
設
備
、
経
営
形
態
や
建
設
事
業
手
法
を

具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

新
小
山
市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
を
決
定

新
小
山
市
民
病
院
建
設
基
本
計
画
を
決
定
!!!!
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⑵
快
適
で
利
便
性
が
高
く
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
病
院

　
 　

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

に
よ
り
交
通
の
利
便
性
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
予

約
を
始
め
診
療
手
続
の
簡
便
性
の
向
上
、
待
ち
時
間

の
短
縮
、
待
ち
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
に
よ
り
快
適
性
の

向
上
を
図
る
。

⑶
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院

　

 　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
医
療
機
能

の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
、
接
遇
の
向
上
を
図
る
。

⑷
公
的
病
院
と
し
て
の
公
共
性
を
備
え
た
病
院

　

 　

地
域
医
療
機
関
を
束
ね
る
病
院
と
し
て
の
機
能
と

地
域
医
療
機
関
と
大
学
病
院
等
高
度
医
療
機
関
と
の

橋
渡
し
を
行
う
病
院
を
目
指
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
、

災
害
拠
点
病
院
と
連
携
し
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
、

被
災
者
に
対
し
十
分
な
医
療
提
供
が
可
能
な
災
害
拠

点
病
院
に
準
じ
た
機
能
を
整
備
し
、
災
害
に
強
い
病

院
と
す
る
。

⑸
将
来
の
成
長
に
対
応
す
る
病
院

　

 　

将
来
の
医
療
環
境
の
変
化
に
伴
う
医
療
機
能
の
高

度
化
に
対
応
し
た
人
的
及
び
施
設
的
拡
充
な
ど
、
機

能
の
強
化
を
可
能
と
す
る
病
院
を
整
備
す
る
。

⑹
健
全
経
営
を
行
い
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
病
院

　

 　

医
業
収
益
で
ま
か
な
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
効
率

的
な
病
院
経
営
を
目
指
す
。
電
子
カ
ル
テ
等
の
導
入

に
よ
り
、
医
療
情
報
を
一
元
化
し
、
効
率
的
に
経
営

情
報
の
管
理
を
行
う
。

⑺
職
員
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
病
院

　

 　

職
員
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
病
院
、
働
き
や
す
い

病
院
を
目
指
し
、
職
員
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
の
質
、
安
全
性
、
患
者
へ
の
接

遇
な
ど
に
つ
な
げ
る
。

２
規
模
及
び
機
能

⑴
病
院
規
模

　

 　

急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入

等
に
よ
る
在
院
日
数
の
短
縮
化
等
を
考
慮
し
、
病
床

数
を
３
０
０
床
と
す
る
。
こ
れ
に
対
応
し
、
延
べ
床

面
積
は
、
1
床
あ
た
り
70
㎡
、
２
１
，０
０
０
㎡
と

す
る
。

⑵
病
院
機
能

①
診
療
科
構
成

　

 　

４
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖

尿
病
）
に
は
多
角
的
な
医
療
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
市
民
も
「
総
合
病
院
の
利
点
を
生
か
し
た
多
角

的
医
療
」
を
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
の

診
療
科
構
成
（
16
診
療
科
）
を
維
持
す
る
。

内
科
、
神
経
内
科
、
消
化
器
内
科
、
循
環
器
科
、
小

児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
皮
膚
科
、

泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
麻

酔
科
、
放
射
線
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

②
二
次
救
急
医
療
機
能

　

 　

二
次
救
急
を
必
要
と
す
る
患
者
を
対
象
に
、
24
時

間
救
急
医
療
を
提
供
す
る
。

③
急
性
期
医
療
機
能

　

 　

４
疾
病
を
中
心
に
し
た
急
性
期
患
者
中
心
の
入
院

を
優
先
し
た
体
制
整
備
を
行
う
。

④
小
児
・
周
産
期
医
療
機
能

　

 　

産
科
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
補
充
を
行
い
、「
地
域
周

産
期
医
療
機
関
」
の
医
療
機
能
を
整
備
す
る
。

⑤
地
域
医
療
支
援
病
院
機
能

　

 　

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
紹
介
・
逆

紹
介
を
促
進
す
る
。

⑥
災
害
対
応
機
能

　

 　

災
害
拠
点
病
院
に
準
ず
る
機
能
を
整
備
し
、
災
害

時
に
診
療
・
救
護
活
動
が
十
分
に
行
え
る
機
能
を
確

保
す
る
。

⑦
質
の
向
上
と
運
営
の
効
率
化

　

 　

7
対
1
看
護
体
制
の
維
持
、
病
院
機
能
評
価
認
定

の
取
得
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
の
機
能
強
化
、

事
務
補
助
者
等
の
積
極
的
な
導
入
を
行
う
。

⑧
健
診
機
能

　

 　

き
め
の
細
か
い
健
診
項
目
を
設
定
し
、
利
便
性
の

向
上
に
配
慮
し
た
健
診
体
制
と
す
る
。

Ⅱ 

部
門
別
基
本
計
画

　

新
病
院
の
医
療
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
以
下
の
20
部

門
の
基
本
方
針
、運
営
計
画
、施
設
計
画
を
具
体
化
し
た
。

外
来
、
病
棟
、
救
急
、
手
術
・
中
材
、
薬
剤
、
放
射
線
、

臨
床
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
栄
養
給
食
、
内

視
鏡
、
人
工
透
析
、
臨
床
工
学
、
地
域
医
療
連
携
、
医

療
安
全
管
理
、
医
事
会
計
、
外
来
事
務
、
病
棟
事
務
、

管
理
厚
生
、
医
療
情
報
、
物
品
管
理

Ⅲ 

施
設
整
備
計
画

１
基
本
方
針

　

新
病
院
の
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
を
基
本

方
針
と
す
る
。

⑴
安
全
性
を
最
大
限
考
慮
し
た
施
設

　

 　

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
施
設
と
す
る
。

ま
た
、
院
内
感
染
防
止
等
、
医
療
安
全
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
確
保
し
た
施
設

と
す
る
。

⑵
快
適
性
、
利
便
性
の
高
い
施
設

　

 　

居
住
性
の
高
い
、
安
ら
ぎ
と
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
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る
療
養
環
境
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
諸
室
の
分
か
り

や
す
さ
の
向
上
な
ど
利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
。

⑶
経
済
性
、
効
率
性
を
考
慮
し
た
施
設

　

 　

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低

減
を
目
指
す
と
と
も
に
、
施
設
の
長
寿
命
化
が
実
現

で
き
る
施
設
、
ま
た
医
療
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
施
設
と
す
る
。

⑷
災
害
時
に
機
能
で
き
る
施
設

　

 　

災
害
時
に
診
療
・
救
護
活
動
が
充
分
行
え
る
施
設

と
す
る
。

⑸
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　

 　

周
辺
地
域
の
居
住
環
境
、
自
然
環
境
等
に
配
慮
し

た
施
設
と
す
る
。

⑹
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　

 　

地
球
温
暖
化
防
止
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た

施
設
と
す
る
。

２
新
病
院
の
整
備
地

　

小
山
市
大
字
神
鳥
谷
地
内 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
用
地
南
を
新

病
院
整
備
地
と
す
る
。

３
敷
地
配
置

　

配
置
計
画
の
考
え
方
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
既
存
緑
地
の
保
存

　

 　

病
院
と
し
て
の
機
能
性
は
確
保
し
た
上
で
、
恵
ま

れ
た
既
存
の
緑
を
で
き
る
だ
け
残
す
敷
地
利
用
計
画

と
す
る
。

⑵
動
線
計
画

　

 　

外
来
患
者
が
わ
か
り
や
す
く
、
安
全
性
の
高
い
位

置
に
外
来
患
者
の
主
動
線
（
入
口
）
を
設
け
る
。
西

側
前
面
道
路
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
外
来
患
者
ア
プ

ロ
ー
チ
動
線
は
南
側
に
進
入
道
路
を
設
け
る
。
一
般

外
来
動
線
、
救
急
動
線
、
サ
ー
ビ
ス
動
線
が
錯
綜
し

な
い
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
る
。

⑶
正
面
玄
関

　

 　

正
面
玄
関
は
南
側
に
設
け
る
。
患
者
送
迎
用
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
降
雨
や
降
雪
に
備
え
屋
根
を
設

置
す
る
。

⑷
駐
車
場
計
画

　

 　

将
来
需
要
を
考
慮
し
、
駐
車
容
量
を
８
０
０
台
程

度
と
す
る
。
駐
車
場
入
庫
待
ち
の
車
に
よ
る
近
隣
道

路
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
駐
車
場
計
画
と
す
る
。

Ⅳ 

事
業
計
画

１
経
営
形
態

　

現
状
の
公
営
企
業
法
一
部
適
用
に
よ
る
経
営
形
態
の

弊
害
に
対
し
て
、
経
営
形
態
の
変
更
を
検
討
し
た
場
合
、

本
院
の
公
的
病
院
と
し
て
の
役
割
か
ら
、
新
た
な
経
営

形
態
は
「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
す
る
。

２
建
設
事
業
手
法

　

工
期
の
短
縮
、
コ
ス
ト
縮
減
を
優
先
し
、
建
設
事

業
手
法
を
「
Ｄ
Ｂ
方
式
（
部
分
型
）」
と
す
る
。
ま
た
、

発
注
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
地

元
企
業
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
考
慮
す
る
。

３
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
24
年
度
に

基
本
設
計
、
平
成

25
年
度
か
ら
実
施

設
計
・
建
設
工
事

（
Ｄ
Ｂ
方
式
）
を

行
い
、
平
成
27
年

度
の
第
４
四
半
期

に
開
院
と
す
る
。

ま
た
、
地
方
独
立

法
人
化
は
平
成
25

年
４
月
１
日
と
す
る
。

４
事
業
費
及
び
財
源

　

総
整
備
費
用
は
68
億
２
、
０
０
０
万
円
を
想
定
し
、

財
源
は
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金
８
億
円
の
ほ

か
起
債
等
を
予
定
し
て
い
る
。

市民病院エリア
市道3127号線

市道3770号線

健康づくりエリア

緑地ゾーン

新市民病院
駐車場ゾーン

健康づくり
拠点施設ゾーン

健康づくりの広場ゾーン
緑地ゾーン

緑地ゾーン

患者

緑地ゾーン

緑地ゾーン
新市民病院
建設予定ゾーン緑

地
ゾ
ー
ン

市
道
30
号
線

新
市
民
病
院

駐
車
場
ゾ
ー
ン

駐
車
場
ゾ
ー
ン

救急車、職員、物品等

  　

詳
細
は
小
山
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

  

小
山
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い

  

た
だ
け
ま
す
。

  【
問
い
合
わ
せ
】　

小
山
市
民
病
院
総
務
課　

  　
　
　
　
　
　
　

市
民
病
院
建
設
準
備
室

  　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
５（
21
）３
８
８
７

市道28号線

主要地方道小山環状線

国
道
４
号 県

道
大
戦
防
・
小
山
線

市
道
30
号
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

小
山
駅

間
々
田
駅

整備地

ＫＤＤＩ
ネットワーク
センター

神鳥谷神鳥谷神鳥谷
カントリー
倶楽部

カントリー
倶楽部

カントリー
倶楽部
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睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
：

sleep
 a
p
n
ea syndrom

e

）
は
、

無
呼
吸
（
呼
吸
が
止
ま
る
）
あ
る
い
は

低
呼
吸
（
浅
い
呼
吸
）
が
10
秒
以
上
続

く
も
の
で
、
7
時
間
に
30
回
以
上
又
は

1
時
間
に
5
回
以
上
あ
る
も
の
を
言
い

ま
す
。
無
呼
吸
の

タ
イ
プ
は
、
①
閉

塞
型
（
口
、
鼻
の

呼
吸
は
止
ま
っ
て

い
ま
す
が
胸
と
お

腹
は
動
い
て
い
ま

す
）　

②
中
枢
型

（
口
、
鼻
は
も
ち

ろ
ん
胸
と
お
腹
の

動
き
も
止
ま
り
ま

す
）③
混
合
型（
中

枢
型
の
無
呼
吸
か

ら
始
ま
り
、
閉
塞

型
無
呼
吸
に
移
行

し
呼
吸
が
再
開
さ

れ
る
も
の
）
の
３
タ
イ
プ
で
す
。
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
場
合
、
無
呼
吸
の
た
め
睡
眠
が
浅

く
、
昼
間
は
強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
、
特

に
運
転
中
の
居
眠
り
は
事
故
に
つ
な
が

り
大
変
危
険
で
す
。
心
臓
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
で
病
院
に
か
か
る

場
合
、
当
院
で
は
呼
吸
器
内
科
ま
た
は

神
経
内
科
を
受
診
し
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

検
査
は
簡
易
Ｐ
Ｓ
Ｇ
と
標
準
Ｐ
Ｓ
Ｇ
が

あ
り
ま
す
。
簡
易
Ｐ
Ｓ
Ｇ
は
自
宅
に
検

査
キ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
、
自
分
で
体
に

セ
ン
サ
ー
を
装
着

し
て
睡
眠
中
の
呼

吸
を
調
べ
る
検
査

で
す
。

　

標
準
Ｐ
Ｓ
Ｇ
は
、

一
泊
入
院
を
し
て

睡
眠
中
の
呼
吸
、

睡
眠
、
心
拍
、
酸

素
濃
度
、
い
び
き
、

体
位
の
変
化
な
ど

を
調
べ
る
検
査
で

す
。
入
院
検
査
を

行
う
場
合
、
午
後

4
時
30
分
ま
で
に

入
院
の
受
付
を
し

て
い
た
だ
き
、
夕
食
後
、
午
後
7
時
に

検
査
技
師
が
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
ま

す
。
午
後
9
時
消
灯
、
午
前
6
時
に
起

床
し
、
セ
ン
サ
ー
を
外
し
て
お
帰
り
い

た
だ
き
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
是
非
、

一
度
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

当
病
棟
は
、
泌
尿
器
科
・
整
形
外
科
・
内
科
の
混
合

病
棟
で
、
20
名
の
看
護
師
が
働
い
て
い
ま
す
。「
患
者

様
に
喜
ば
れ
る
看
護
を
提
供
し
よ
う
！
」
と
い
う
病
棟

目
標
の
も
と
、
い
つ
で
も
や
さ
し
く
笑
顔
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
で
は
、
検
査
目
的
の
た
め
の
短
期
入
院
や

手
術
・
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
、
整
形
外
科
で
は
、
主
に

安
静
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
療
法
、
内
科
で
は
、
呼
吸
器
疾

患
を
は
じ
め
様
々
な
疾
患
を
持
つ
患
者
様
が
入
院
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
診
療
科
で
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
患
者
様
が
1
日
で
も

早
く
退
院
で
き
ま
す
よ
う
、

病
状
や
体
調
管
理
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者

様
に
合
わ
せ
た
、
リ
ハ
ビ

リ
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
安
な
く
退

院
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ご
家
族
を
含
め
た
指
導
や

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

検
査
の
ご
紹
介

〔中病棟３階〕

このコーナーでは、看護部の
各部署の紹介をしていきます。

看看 護 部部 紹紹 介介

小山市民病院だより―４

○医師、看護師の紹介にご協力ください！
　広く市民の皆様から医師・看護師に関する情報をお寄せいただきたいと思います。
　ご親類や同窓生、お知り合いに、小山市民病院に勤務したい方や興味のある方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。
　なお、お寄せいただきました情報は一切公表いたしません。

●連絡先　小山市民病院　事務部　総務課　☎0285－21－3809　FAX 0285－21－3801
○看護師等修学資金制度のご案内
　　助産師および看護師を目指し、将来小山市民病院に勤務しようとする方に対しまして、修学に必要な資金を貸与する制度があ
　ります。詳しくは事務部総務課にお問い合わせ下さい。


